同業組合としての米国取引所 by 塚原 仁
同
業
組
合
と
し
て
の
米
國
取
引
所
塚
原
仁
米
園
に
於
け
る
同
業
組
合
(
T
r
a
d
e
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
)
は
惟
界
大
戦
を
一
穂
波
と
し
て
日
醒
ま
し
き
巷
達
の
足
跡
を
印
し
~
米
国
産
業
の
沓
展
の
菰
要
な
る
T
因
子
と
な
っ
た
事
は
明
な
る
事
室
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
同
1
工
業
又
は
商
業
に
従
事
す
る
所
謂
同
業
者
胡
集
り
て
ー
協
同
作
業
に
よ
り
商
工
業
の
振
興
を
計
ら
ん
と
す
る
連
動
に
至
り
て
は
然
か
新
ら
し
き
事
に
非
す
'
少
-
と
も
其
萌
芽
は
之
を
南
北
戦
争
時
代
に
見
出
す
事
が
出
光
る
。
而
し
て
初
期
に
於
け
る
同
業
組
合
は
組
合
員
の
協
F
L
=
に
ょ
つ
て
不
瀧
競
争
に
基
-
諸
種
の
鍵
害
や
無
駄
を
排
除
し
所
属
事
業
の
振
興
を
期
す
る
と
云
ふ
よ
り
は
寧
ろ
其
結
合
せ
る
カ
に
よ
っ
て
侶
楯
を
決
定
し
、
或
は
生
産
制
限
に
よ
っ
て
ー
自
己
に
有
利
な
る
市
況
を
展
開
せ
し
む
る
事
皆
目
的
と
し
た
。
7
八
九
〇
年
シ
ャ
ー
マ
ン
氏
の
反
ト
ラ
ス
ト
條
例
の
通
過
は
同
業
組
合
の
番
展
に
一
轄
換
を
奥
へ
た
。
其
韓
換
が
法
令
の
通
過
と
云
ふ
が
如
き
外
部
的
厘
迫
に
よ
る
事
は
勿
論
な
る
も
此
の
み
が
其
原
因
で
は
な
い
。
初
期
の
同
業
組
合
連
動
を
特
徴
づ
け
る
生
産
制
限
、
慣
楯
の
決
定
に
よ
る
市
場
の
猫
占
は
新
同
業
者
の
緯
出
並
に
組
合
員
間
の
猪
疑
心
の
諸
原
因
に
よ
っ
て
兎
角
其
協
同
的
歩
調
は
破
れ
勝
で
あ
っ
た
事
及
び
建
設
的
方
面
に
於
け
る
協
同
が
甚
だ
赦
果
あ
る
事
を
認
識
せ
る
事
も
其
組
合
連
動
樽
換
の
一
大
理
由
た
る
事
は
之
を
肴
過
し
て
は
な
ら
な
い
。
之
を
要
す
る
に
第
二
期
に
於
け
る
同
業
組
合
運
動
は
協
同
に
よ
る
生
産
並
に
侶
格
の
統
制
を
捨
て
ゝ
、
塵
産
品
の
標
準
化
、
信
用
調
査
報
告
の
交
換
、
童
顔
統
計
の
編
成
、
製
品
の
需
要
喚
起
、
其
他
法
律
制
定
の
要
望
等
を
以
商
業
と
経
済
τ其
重
要
機
能
と
す
る
傾
向
が
漸
次
濃
厚
と
な
っ
た
u
併
し
な
が
ら
同
業
組
合
は
全
然
債
格
や
市
況
に
針
す
る
関
心
也
放
棄
す
る
事
は
な
か
っ
た
。
否
機
舎
さ
へ
あ
れ
ば
‘
同
業
者
の
協
同
に
よ
っ
て
市
場
を
自
由
に
せ
ん
と
す
る
努
力
ば
屡
々
繰
返
へ
さ
れ
た
る
所
に
じ
で
干
名
争
同
業
組
合
に
強
制
り
て
法
律
に
低
鰯
せ
ん
と
す
石
行
錯
に
出
で
ん
と
す
宮
危
険
は
存
し
た
。
他
方
ル
!
ズ
ベ
ル
子
大
統
領
を
始
め
其
後
縫
者
の
ト
ラ
ス
ト
征
伐
は
獄
烈
を
極
め
た
ω
'
汁
訟
に
於
て
か
法
律
の
消
極
的
態
度
と
同
業
の
積
極
的
要
求
と
の
調
節
に
組
合
は
其
目
的
を
求
む
る
に
至
っ
た
。
此
印
ち
協
同
的
競
争
(
の
0
・G
O
B片
山
ぐ
0
3
B
H
M
O民
民
o
る
で
あ
る
。
此
協
同
的
競
争
な
る
観
念
の
義
見
と
共
に
組
合
運
動
は
一
九
一
一
年
よ
り
第
三
期
に
入
る
事
と
な
っ
た
。
而
し
て
此
協
同
的
競
争
の
後
見
は
其
幾
化
の
厚
凶
と
一
去
ふ
よ
り
は
寧
ろ
其
徴
候
と
看
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
と
云
ふ
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
を
通
じ
て
盆
々
密
接
に
し
て
一
般
的
な
る
結
合
を
必
要
と
す
る
事
情
が
生
じ
た
か
ら
で
あ
る
唖
一
園
の
経
涜
的
基
礎
が
安
定
す
る
と
共
に
事
業
は
最
卒
新
資
源
の
後
見
や
人
口
培
加
に
よ
る
市
場
の
披
張
に
依
存
す
る
事
が
出
来
な
く
な
っ
て
来
に
。
換
言
す
れ
ば
事
業
は
技
術
並
に
市
況
の
現
燃
に
基
き
て
よ
り
合
理
的
生
産
及
版
貰
の
調
整
在
行
は
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
て
来
大
。
事
業
の
経
替
に
常
二
四
六
つ
て
は
嘗
て
推
量
や
大
ざ
っ
ぱ
な
方
法
で
は
到
底
其
目
的
を
達
す
る
を
得
・
?
‘
か
〕
う
し
て
も
之
に
代
ふ
に
信
頼
す
ゐ
に
足
る
報
告
、
堅
寅
な
る
原
理
、
意
識
的
指
導
や
以
て
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
此
目
的
を
淫
す
る
鍔
に
は
協
同
的
作
業
冶
以
て
す
る
外
は
な
い
。
而
し
て
其
協
同
作
業
に
よ
る
利
金
は
債
格
攻
策
、
能
率
増
進
、
勢
働
関
係
の
三
方
面
じ
於
で
特
に
著
し
き
も
の
が
あ
る
u
次
に
此
三
者
に
就
き
筒
躍
な
る
一
瞥
を
興
へ
ゃ
う
。
a
、
債
格
会
開
政
策
(
。
官
。
ロ
・
玄
g
H
U
C
一
一
ミ
)
迭
に
債
絡
会
開
政
策
と
稀
す
る
の
は
協
同
作
業
に
よ
っ
て
同
一
商
工
業
に
従
事
す
る
競
争
者
間
に
於
て
諸
積
の
事
業
報
告
ItI-殊
に
債
格
並
に
生
産
高
に
関
す
る
l
!の
交
換
を
規
約
し
.
以
て
債
格
及
び
生
荒
巻
公
開
的
に
旦
合
理
的
に
調
節
す
る
事
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
如
何
な
る
事
質
に
就
き
報
告
を
交
換
す
る
や
は
時
に
よ
り
.
叉
産
業
の
種
類
に
よ
っ
て
異
る
。
兎
に
角
も
此
債
格
公
開
組
合
は
前
に
も
一
言
せ
る
如
く
、
債
格
決
定
或
は
生
・
辰
制
限
h
q
矯
さ
ん
と
す
る
に
蛍
っ
て
協
力
す
る
事
巻
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
「
市
場
に
関
す
る
完
全
な
る
知
識
」
ニ
そ
財
界
の
安
定
並
に
繁
栄
に
快
く
べ
か
ら
ぎ
る
一
要
素
で
あ
る
。
組
合
員
を
し
て
此
知
識
を
得
せ
し
め
‘
以
て
組
会
員
狗
向
の
判
断
の
某
礎
や
市
川
之
、
営
業
政
策
構
成
め
準
備
た
ら
し
む
る
事
こ
そ
其
呉
の
日
的
で
あ
り
に
。
こ
れ
戦
時
中
此
運
動
が
各
様
産
業
に
沙
り
加
速
度
的
愛
反
を
示
し
た
る
理
由
で
あ
る
。
b
、
能
率
増
迩
J
終
演
界
の
後
動
、
其
他
法
律
上
よ
り
も
債
格
吊
上
の
協
同
を
行
ふ
事
能
は
ざ
る
時
、
原
債
引
下
け
に
向
っ
て
協
力
が
行
は
る
λ
事
は
自
然
の
成
行
き
で
あ
る
。
最
近
に
於
け
る
同
業
組
合
の
締
法
は
.
出
産
申
一
に
配
給
過
棋
に
於
け
る
能
率
増
進
を
目
的
と
す
る
協
力
に
之
を
見
る
事
が
出
来
る
。
此
方
面
に
於
サ
ゐ
組
合
活
動
の
重
な
る
も
の
を
刻
阜
す
ゐ
に
止
め
る
1
2
d標
準
原
俊
計
算
制
度
ー
っ
一
)
信
用
調
杏
部
の
設
立
‘
合
乙
協
同
保
険
契
約
‘
(
四
)
協
同
成
昔
、
ハ
五
)
共
通
商
標
、
(
六
)
特
許
植
の
共
有
‘
(
七
)
調
停
機
関
の
設
J
i
.
(
八
)
建
設
部
の
設
置
.
(
九
)
協
同
仕
入
、
(
十
)
商
業
道
徳
に
関
す
る
規
準
の
設
定
等
。
之
を
要
す
る
に
此
等
諸
活
動
は
何
れ
も
生
産
及
配
給
過
程
に
於
け
る
能
率
の
噌
迭
を
目
的
t
と
す
る
も
の
に
し
て
、
別
段
競
争
の
抑
摩
或
は
個
人
創
意
の
活
動
を
妨
ぐ
る
も
の
で
は
な
い
o
f
此
意
味
に
於
て
「
協
同
的
競
争
」
ω具
躍
的
賀
行
方
法
と
し
て
此
需
は
長
近
約
十
一
二
二
年
の
聞
に
大
な
る
後
展
を
港
け
に
。
ω
℃
‘
'
労
働
関
係
の
調
節
。
持
働
者
の
組
合
結
成
に
針
抗
し
て
雇
主
の
組
合
が
現
れ
た
の
は
決
し
て
新
ら
し
き
事
で
は
な
い
。
併
し
な
が
ら
北
、
悲
し
き
稜
反
は
労
働
者
組
合
の
急
惑
な
る
設
展
開
業
組
合
と
し
て
の
米
凶
取
引
所
に
刺
戟
さ
れ
大
る
に
依
る
。
邸
ち
雇
主
は
賃
銀
契
約
其
他
雇
傭
契
約
に
共
通
の
利
害
関
係
を
有
し
‘
従
て
協
力
し
て
事
に
蛍
ゐ
事
の
有
利
な
る
を
知
り
、
滋
に
針
持
働
者
関
係
の
仕
事
に
此
同
業
組
合
を
し
て
蛍
ら
し
む
る
事
と
な
っ
た
。
閤
臨
交
渉
.
ス
ト
ラ
イ
キ
針
抗
と
し
て
同
業
組
合
の
殺
果
に
就
て
は
多
少
疑
の
眼
を
以
て
見
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
弊
働
者
の
幸
縞
増
進
、
訓
練
.
傷
害
疾
病
保
険
.
産
業
心
理
の
協
同
研
究
等
に
就
て
は
相
蛍
見
る
ぺ
含
成
績
を
皐
け
て
ゐ
る
。
以
上
私
は
米
国
に
於
け
る
同
業
組
合
の
護
炭
を
跡
m
つ
け
た
。
之
に
よ
っ
て
同
業
組
合
が
如
何
な
る
も
の
な
る
か
‘
如
凋
な
る
機
能
を
mTHし
つ
』
あ
る
も
の
な
り
や
の
大
陸
の
概
念
を
得
る
事
が
出
来
る
と
忠
ふ
。
而
し
て
同
業
組
合
の
活
動
に
就
て
米
国
の
図
法
上
よ
り
之
を
見
る
に
大
健
三
穏
類
に
分
つ
事
。
か
出
来
る
。
其
一
は
競
争
の
抑
歴
を
目
的
と
す
る
も
の
に
し
て
、
債
格
協
定
。
市
場
の
猫
占
、
生
産
制
限
、
債
格
操
縦
は
之
に
属
す
。
此
等
は
何
れ
も
同
法
の
耕
一
山
宇
る
所
で
あ
る
。
其
二
は
競
宇
の
調
節
を
目
的
と
す
る
も
の
に
し
て
、
非
行
鍔
自
身
は
何
等
違
法
で
は
な
い
が
、
時
と
事
情
に
よ
り
法
律
の
禁
忌
を
受
く
べ
き
特
質
の
ー
も
の
で
あ
る
。
此
に
所
属
す
る
も
の
に
(
一
)
取
引
所
の
活
動
、
c
c
商
業
統
計
の
蒐
集
分
配
‘
会
一
)
特
許
艇
の
交
換
、
(
五
)
共
同
仕
二
四
七
商
業
主
印
税
務
入
-
公
ハ
)
生
産
品
の
標
準
化
、
(
七
)
商
業
標
準
の
設
定
等
が
あ
る
J
其
三
は
法
律
上
何
等
問
題
密
生
ぜ
ざ
る
も
の
に
し
て
、
此
範
暗
に
入
る
べ
き
も
の
と
し
て
は
.
(
一
)
共
同
研
究
、
(
一
・
一
)
標
準
原
償
制
度
の
設
定
.
合
二
〉
庚
告
、
(
四
〉
共
同
保
険
.
(
五
)
蓮
建
部
の
設
置
、
公
ハ
)
弊
働
関
係
の
改
善
、
(
七
)
争
議
の
調
停
‘
(
八
)
攻
府
に
封
す
建
議
等
が
あ
る
J
蕊
に
吾
人
が
同
業
組
合
と
し
て
の
取
引
所
を
紹
介
せ
ん
と
す
る
は
同
業
組
合
の
其
二
の
活
動
た
る
競
争
の
調
節
に
局
す
る
も
の
と
し
て
で
あ
る
。
取
引
所
を
以
て
同
業
組
合
と
見
る
事
は
一
見
奇
異
の
感
を
奥
へ
る
が
如
く
で
あ
る
ο
之
れ
我
図
に
於
け
る
取
引
所
は
殆
ど
大
部
分
が
株
式
曾
枇
組
織
な
る
屑
純
で
あ
る
。
併
し
株
式
舎
祉
組
織
の
取
引
所
は
我
闘
に
於
て
こ
そ
貸
際
原
則
的
に
考
へ
る
事
が
出
来
る
(
但
し
我
闘
の
法
律
が
合
員
組
織
を
以
て
本
則
と
せ
る
事
は
傑
文
の
形
式
よ
り
も
之
を
見
る
事
が
出
来
る
)
様
で
あ
る
が
‘
之
は
幾
則
で
あ
る
。
取
引
所
は
有
償
詮
券
叉
は
商
品
の
取
扱
商
人
相
集
り
て
貰
買
取
引
を
行
ふ
べ
き
場
所
守
定
め
頁
買
取
引
に
関
す
る
事
項
に
就
き
て
詳
細
な
る
規
約
を
定
め
.
此
規
約
に
基
き
て
貰
買
取
引
を
行
ふ
所
に
其
本
質
は
あ
る
。
取
引
所
が
同
業
者
闘
樫
な
る
事
に
何
等
疑
ひ
な
き
所
に
し
て
我
闘
の
合
員
組
織
の
取
引
所
亦
然
り
で
あ
る
。
(
培
地
氏
企
業
二
四
八
形
態
論
ハ
司
-
M
∞
∞
・
)
而
し
て
蕊
に
抄
誇
紹
介
せ
ん
と
す
る
所
は
米
岡
の
図
法
上
よ
り
見
て
取
引
所
の
如
何
な
る
規
定
及
び
如
何
な
る
活
動
が
違
法
と
な
る
や
判
例
に
よ
っ
て
之
を
示
し
‘
取
引
所
活
動
の
範
園
及
限
界
を
示
せ
る
も
の
と
見
る
を
得
べ
く
、
之
ぞ
採
り
て
我
閣
の
事
情
に
遁
用
す
べ
か
ら
ざ
る
は
勿
論
な
る
も
、
之
に
よ
っ
て
米
関
及
び
我
闘
の
取
引
所
に
針
す
る
態
度
及
び
政
策
に
加
何
な
る
相
蓬
あ
り
や
に
就
き
暗
示
さ
る
』
所
少
か
ら
?
と
考
へ
ら
る
h
。
之
本
稿
あ
る
所
以
で
あ
る
。
命
本
稿
は
宮内
H
t
o
g
-
F仏
口
一
切
円
円
庄
内
。
巳
2
8のO
出
O
R
己
・
護
行
の
吋
昌
宏
九
凶
器
。
己
批
守
口
u
叶
『
σ
一同一向の。ロ。百円の
m
w
E
m
gロの
O
ω
ロ(】
Hhomp一∞
ga
吉
田
・
中
第
七
辛
。
日
百
三
一
。
ロ
え
何
M
R
7
8
m
g・
の
抄
誇
で
あ
る
。
一
、
債
格
公
開
組
合
と
取
引
所
債
格
公
開
組
合
も
取
引
所
も
共
同
の
集
合
所
を
有
し
、
組
合
員
叉
は
合
員
の
市
場
取
引
を
記
録
す
る
永
続
的
機
闘
を
有
す
る
商
人
の
一
圏
な
る
貼
に
於
て
雨
者
著
し
き
類
似
貼
を
有
し
て
ゐ
る
。
併
し
な
が
ら
債
絡
会
開
組
合
に
在
り
て
、
之
巻
構
成
す
る
も
の
が
覧
手
の
み
な
る
に
封
し
‘
取
引
所
に
在
り
で
は
‘
買
手
及
買
手
、
更
に
正
般
に
云
ふ
な
ら
ば
同
一
市
場
に
於
て
貰
り
叉
は
買
ふ
合
員
よ
り
成
る
。
従
て
前
者
に
於
て
記
録
さ
る
h
取
引
は
買
手
と
し
て
又
は
覧
手
と
し
て
の
組
合
員
の
取
引
で
は
な
く
組
合
員
濁
自
の
活
動
叉
は
非
組
合
員
と
の
取
引
で
あ
る
。
此
に
反
し
取
引
所
に
於
て
記
録
さ
る
』
取
引
は
買
手
叉
は
買
手
と
し
て
相
互
に
競
争
の
立
場
に
在
る
合
員
の
間
に
於
け
る
取
引
に
限
る
の
で
あ
る
。
何
れ
に
於
て
も
組
合
員
の
港
守
す
べ
き
取
引
方
法
に
関
す
る
規
約
を
定
め
て
ゐ
る
。
債
務
公
開
組
合
に
於
て
は
此
等
規
約
は
蛍
該
街
工
業
に
於
け
る
商
取
引
に
関
す
る
一
般
的
規
定
を
設
く
る
手
段
と
し
て
時
折
採
用
さ
る
統
一
契
約
書
と
し
て
.
或
は
商
業
道
徳
の
基
準
と
し
て
現
れ
る
。
取
引
所
に
於
て
は
、
質
問
只
取
引
を
容
易
に
し
‘
其
決
減
闘
を
使
な
ら
し
む
る
手
段
と
し
て
‘
取
引
締
結
に
闘
す
る
一
般
的
慣
行
在
規
定
す
る
事
を
目
的
と
す
る
。
図
法
の
す
一
場
よ
り
云
へ
ば
、
債
格
公
開
組
合
並
に
取
引
所
の
活
動
が
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
は
、
記
録
せ
る
取
引
が
債
格
攻
策
及
び
取
引
量
に
影
響
を
及
一
は
す
が
鍔
で
あ
る
。
邸
ち
債
格
公
開
飢
九
円
山
ν
ヲ
に
よ
っ
て
溌
表
さ
る
市
況
は
、
之
に
封
す
る
評
論
叉
は
勧
告
を
伴
は
ざ
る
場
合
に
於
て
す
ら
、
兎
角
生
産
調
節
及
び
債
格
決
定
を
協
調
す
る
基
礎
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。
従
て
窮
局
じ
於
て
は
組
合
員
は
特
種
布
場
に
就
て
は
総
て
貸
手
な
る
が
故
に
、
共
通
の
利
害
関
係
に
よ
っ
て
動
く
事
と
な
る
。
之
に
同
業
組
合
と
し
て
の
米
同
取
引
所
反
し
取
引
所
の
曾
員
は
倍
絡
の
動
き
に
針
し
各
自
利
害
を
異
に
す
る
寅
手
た
り
賀
子
な
る
が
故
に
、
貰
買
債
格
叉
は
取
引
量
に
就
て
協
調
を
行
ふ
事
は
出
来
な
い
。
但
し
取
引
の
記
録
は
債
絡
の
動
向
に
重
大
な
る
影
響
を
及
怯
し
は
す
る
が
、
其
影
響
た
る
や
‘
プ
l
ル
或
は
買
占
に
よ
る
意
識
的
操
縦
さ
へ
な
け
れ
ば
、
取
引
所
に
於
け
る
舎
員
聞
の
協
約
や
獄
契
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
事
は
な
い
。
従
て
普
通
に
組
織
経
営
さ
れ
る
取
引
所
は
規
律
あ
る
競
争
及
び
懸
引
の
機
構
を
提
供
す
る
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
そ
は
寅
に
取
引
の
詳
細
に
就
き
合
員
が
取
極
め
た
る
形
式
的
市
場
組
俄
で
あ
る
ο
一
般
に
行
は
れ
た
る
諸
規
則
は
其
機
構
の
勢
力
を
強
大
な
ら
し
め
、
其
設
備
の
改
警
や
目
的
と
す
る
も
の
に
し
て
全
く
一
般
公
衆
よ
り
競
争
償
給
の
使
盆
を
奪
ふ
も
の
で
は
な
い
、
勿
論
取
引
所
は
相
常
競
争
の
制
限
守
録
す
と
は
云
へ
、
其
抑
座
を
以
て
本
質
的
傾
向
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
取
引
所
は
今
日
に
於
て
多
く
の
重
要
農
産
物
|
|
穀
物
‘
棉
花
、
訓
排
‘
プ
ム
、
家
主
回
.
宜
、
仙
川
1
!の
町
給
機
関
と
し
て
普
通
の
も
の
と
な
っ
た
。
之
質
に
か
λ
る
生
産
物
は
可
成
正
確
な
る
格
付
を
行
ひ
得
る
事
、
及
び
其
需
要
と
同
様
に
供
給
の
源
泉
が
炭
汎
且
多
面
的
な
る
が
鍔
で
あ
る
。
此
等
の
特
徴
こ
そ
活
動
二
四
九
商
業
と
経
済
二
五
O
的
市
場
守
坐
ぜ
し
む
る
原
因
に
し
て
‘
之
は
取
引
所
な
る
機
関
に
よ
っ
て
の
み
長
も
有
放
に
組
織
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
設
券
取
引
所
の
護
法
亦
同
様
の
理
由
に
由
る
。
従
て
取
引
所
は
商
業
上
ょ
の
見
る
も
合
法
的
問
剛
胆
な
れ
，
と
一
去
ふ
を
得
べ
く
、
更
に
組
合
員
の
範
国
及
び
活
動
の
性
質
に
鑑
み
‘
関
法
上
よ
り
も
取
引
所
は
一
般
に
合
法
的
な
り
と
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
現
在
存
在
す
る
取
引
所
に
就
て
云
ふ
も
、
競
宇
を
制
限
す
る
よ
り
は
寧
ろ
之
を
使
な
ら
し
む
る
傾
向
や
持
っ
て
ゐ
る
。
一
定
の
貨
物
密
取
引
せ
ん
と
欲
す
る
者
に
は
何
人
に
も
合
埋
的
傑
件
の
下
に
開
放
さ
れ
.
貰
買
註
文
が
其
漣
h
り
履
行
さ
れ
.
俄
想
的
取
引
は
詐
さ
れ
宇
、
而
し
て
所
有
者
が
冷
遇
さ
れ
.
ざ
る
時
.
取
引
所
は
明
に
合
法
的
で
あ
る
0
.
併
し
取
引
所
が
採
用
せ
る
規
定
中
に
は
屡
々
相
常
困
難
な
る
問
題
を
惹
起
す
る
も
の
も
あ
る
つ
川一
f
寸
加
入
者
制
限
規
定
め
効
果
ー
曾
員
数
を
限
定
し
、
或
は
委
員
曾
M
ん
は
全
合
員
の
一
致
に
よ
り
初
め
て
申
込
者
の
加
入
巻
認
む
る
等
の
制
限
規
定
を
設
く
る
事
に
よ
っ
て
取
引
所
の
活
動
が
違
法
と
な
る
か
。
事
賞
多
く
の
取
引
所
は
総
て
の
商
人
に
は
開
放
さ
れ
て
は
ゐ
な
い
。
合
員
加
入
委
員
舎
は
申
込
入
の
加
入
叉
は
排
斥
に
就
き
康
汎
な
る
様
限
を
興
へ
ら
れ
に
る
も
の
な
れ
ば
.
合
員
構
は
一
の
様
利
と
郁
す
る
よ
り
は
寧
ろ
特
様
で
あ
る
。
合
員
数
の
制
限
を
行
ふ
は
普
通
の
事
に
局
し
、
合
員
席
(ωg円
〉
の
購
入
其
他
に
よ
る
合
員
穫
の
取
得
償
額
は
甚
光
一
品
き
を
常
と
す
る
。
mm
し
て
か
』
る
規
定
は
妥
蛍
で
あ
る
か
。
之
は
各
場
合
の
事
情
に
照
し
て
、
か
h
る
規
定
が
競
争
欣
態
の
持
続
に
如
何
な
る
影
響
。
ゼ
及
除
す
ゃ
に
よ
っ
て
決
す
る
。
典
型
的
事
件
に
於
て
、
取
引
所
.
が
曾
員
自
身
の
計
算
に
基
く
取
引
の
み
な
ら
歩
、
更
に
代
理
人
た
る
取
引
を
も
規
定
せ
る
は
出
怠
す
べ
き
で
あ
る
。
か
』
る
事
情
の
下
に
於
て
-
制
限
加
入
規
定
は
決
し
て
.
常
該
取
引
所
に
於
け
る
取
扱
商
品
の
流
通
を
降
・
碍
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
は
只
仲
買
人
の
選
搾
を
制
限
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
に
し
て
、
そ
れ
も
全
市
場
に
渉
る
と
云
ふ
の
で
は
な
く
.
其
取
引
所
に
よ
っ
て
代
表
さ
る
h
部
分
に
就
て
の
話
で
あ
る
。
か
く
て
.
加
入
規
定
は
仲
買
取
引
に
多
少
の
際
碍
を
奥
ふ
る
も
、
商
品
市
場
に
於
け
る
取
引
の
自
由
工
は
品
川
左
支
障
冶
・
来
た
す
車
は
な
い
。
商
品
市
場
に
於
け
る
取
引
W
制
限
た
る
事
項
は
個
人
的
持
務
市
場
L
於
け
る
取
引
制
限
と
は
趣
吾
異
に
す
る
。
従
て
.
か
』
る
制
限
規
定
に
よ
り
人
銭
的
に
制
限
さ
る
』
仲
買
業
は
‘
そ
れ
自
身
の
図
法
適
用
を
受
け
る
閣
内
商
業
中
に
は
抱
合
さ
れ
な
い
事
は
注
意
を
要
す
る
。
従
て
合
員
数
を
一
定
数
に
制
限
す
る
場
合
に
於
て
も
、
加
入
制
限
規
定
が
遣
法
な
り
や
否
や
は
明
白
で
は
な
い
。
之
は
一
…
例
を
以
て
云
へ
ば
小
奈
の
所
有
者
が
其
J
反
物
を
貰
却
す
る
市
場
や
制
限
す
る
も
の
で
は
な
い
。
取
引
所
ル
離
れ
て
‘
何
人
で
も
之
を
買
取
ら
ん
と
す
る
者
に
は
自
由
に
貰
捌
く
事
が
出
来
る
の
み
な
ら
や
ノ
‘
取
引
所
に
於
て
も
.
一
・
定
数
ω人
々
に
資
却
す
る
事
も
出
来
れ
ば
、
叉
北
(
手
を
通
じ
て
何
人
に
も
資
却
す
る
事
が
出
来
る
。
従
て
全
憾
と
し
て
は
、
加
入
制
限
規
定
ω
存
在
に
拘
ら
歩
、
取
引
所
な
る
組
織
の
活
動
に
よ
っ
て
商
取
引
は
制
限
さ
る
』
よ
り
は
寧
み
増
進
せ
し
め
ら
れ
‘
一
般
の
利
金
は
之
に
よ
っ
て
危
殆
に
瀕
せ
し
め
ら
る
h
よ
り
は
寧
ろ
保
全
さ
れ
た
り
と
見
る
べ
き
で
あ
る
ο
二
三
判
例
も
亦
此
訟
を
政
認
す
る
が
如
く
で
あ
る
。
合
員
の
取
引
の
振
興
を
計
る
匁
に
.
諸
設
備
の
提
供
在
行
ふ
任
意
的
組
織
に
る
取
引
所
は
合
員
申
込
者
は
何
人
を
問
は
宇
之
が
加
入
を
認
容
せ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
義
務
な
し
と
は
‘
既
に
二
十
年
前
明
に
判
決
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
向
此
等
制
限
規
定
其
自
身
か
問
題
と
な
っ
た
諜
で
は
な
い
が
‘
合
員
加
入
に
闘
し
厳
粛
山
な
る
除
.
督
規
定
を
設
け
た
る
取
引
所
が
不
法
的
組
織
に
非
?
と
の
判
決
は
他
に
も
之
を
兄
ぉ
事
が
出
来
る
。
最
近
政
府
の
弧
座
が
勝
利
を
占
め
た
ゐ
ニ
ュ
l
イ
ン
グ
一
フ
ン
ド
鮮
魚
取
引
所
事
件
は
特
に
一
不
同
業
組
合
と
し
て
の
米
側
反
引
所
e 
唆
的
で
あ
る
。
之
に
よ
っ
て
吾
人
は
取
引
所
な
る
組
絞
殺
用
の
可
能
性
あ
る
事
、
其
一
般
的
機
能
が
如
何
に
し
て
破
壊
せ
し
め
ら
る
』
や
、
而
し
て
法
姪
に
於
て
取
引
所
の
活
動
に
合
法
的
な
る
も
の
と
違
法
的
な
る
も
の
と
を
排
別
せ
ん
と
す
る
確
固
た
合
意
思
の
存
在
守
知
る
の
で
あ
る
。
.
ニュ
l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
鮮
魚
取
引
所
に
封
す
る
非
難
の
重
な
る
一
は
取
引
所
の
合
員
椛
が
般
車
に
制
限
さ
れ
た
る
姑
で
あ
つ
に
。
併
し
此
問
題
が
取
引
所
の
法
律
的
地
位
に
針
す
る
関
係
は
、
他
の
重
要
な
る
事
情
に
よ
っ
て
複
雑
と
な
っ
た
。
由
来
此
取
引
所
は
一
九
O
八
年
ボ
ス
ト
ン
に
於
け
る
四
十
四
人
の
鮮
魚
卸
貰
商
人
を
以
て
組
織
さ
れ
た
ι
取
引
所
と
魚
舶
船
長
と
の
聞
に
次
の
如
き
契
約
が
成
立
し
に
。
此
に
基
い
て
.
取
引
所
は
鮮
魚
の
秤
量
.
取
扱
の
銭
の
埠
頭
設
備
そ
使
用
せ
し
め
A
更
に
市
場
に
於
け
る
特
権
在
提
供
す
る
に
封
し
、
船
長
は
資
却
鮮
魚
笠
千
封
皮
に
針
し
、
少
額
の
賦
金
を
課
せ
ら
れ
た
。
叉
取
引
人
よ
り
も
買
付
鮮
魚
に
針
し
、
其
程
絹
品
等
に
よ
り
異
ろ
賦
金
を
徴
牧
し
亡
。
之
に
よ
り
取
引
所
は
相
蛍
の
牧
入
を
皐
け
る
事
が
出
来
た
。
取
引
所
の
設
立
後
間
も
な
く
‘
卸
頁
商
人
た
る
合
員
は
其
合
員
数
の
増
加
を
耕
一
山
歩
る
規
定
を
採
用
し
た
。
併
し
-V
数
の
大
鮮
魚
小
賀
商
人
に
針
し
.
取
引
所
委
員
舎
は
一
・
グ
月
ω資
質
二
五
時
業
正
経
済
許
可
書
を
交
附
す
る
事
が
あ
っ
た
。
但
し
委
員
曾
は
勝
手
に
其
許
可
を
取
消
し
得
る
権
限
を
保
留
し
た
。
此
許
可
書
の
後
行
数
は
最
大
十
二
で
あ
っ
大
様
で
あ
る
。
此
許
可
書
に
よ
っ
て
其
所
持
人
は
取
引
市
場
に
出
入
す
る
事
が
出
来
た
が
、
其
買
附
に
封
す
る
課
税
を
免
か
れ
る
事
は
な
か
っ
た
。
之
と
同
様
に
し
て
ボ
ス
ト
ン
取
引
所
に
於
て
頁
却
す
る
鍔
に
鮮
魚
冶
積
出
す
北
大
西
洋
諸
港
の
仲
間
具
商
人
に
封
し
で
も
、
所
謂
貫
主
詐
可
書
が
護
行
さ
れ
た
。
此
訴
訟
提
起
蛍
時
此
積
仲
買
人
は
十
八
人
で
、
唯
曾
員
及
び
買
付
詐
可
書
在
所
有
す
る
商
人
に
の
み
資
却
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
更
に
、
一
九
一
六
年
に
は
取
引
所
合
員
の
利
盆
擁
護
の
潟
に
全
く
矛
盾
す
る
こ
個
の
運
動
が
相
，
次
い
で
起
っ
た
。
其
一
は
ボ
ス
ト
ン
フ
イ
ツ
シ
ユ
ピ
ア
合
枇
の
成
立
と
な
0
.
二
十
八
人
の
卸
頁
尚
人
と
一
の
仲
買
を
糾
合
し
K
O
A
-
一
は
所
外
護
超
人
の
指
揮
の
下
に
ベ
イ
ス
テ
イ
ト
フ
イ
ツ
シ
シ
グ
舎
祉
の
組
織
と
な
つ
に
。
但
し
此
合
枇
は
八
人
の
取
引
員
の
加
盟
し
か
得
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
。
併
し
此
合
枇
は
ボ
ス
ト
ン
に
鮮
魚
を
輪
迭
す
る
蒸
汽
ト
ロ
ー
ル
胞
の
濁
占
に
よ
っ
て
鮮
魚
市
場
に
偉
大
な
る
勢
力
を
占
む
る
に
至
っ
た
。
一
・
ク
年
の
或
期
間
に
於
て
は
、
ト
ロ
ー
ル
舶
が
鮮
魚
の
殆
左
大
部
分
を
供
給
し
普
通
時
に
於
て
さ
へ
も
.
約
三
十
%
を
供
給
し
た
。
此
等
二
二
五
ニ
合
祉
は
名
義
上
は
濁
立
の
経
営
問
早
位
に
る
構
成
商
屈
の
附
値
そ
支
配
し
た
る
の
み
な
ら
歩
、
ボ
ス
ト
ン
ピ
ア
曾
祉
は
取
引
所
の
持
分
の
過
半
数
を
獲
得
す
る
事
に
よ
っ
て
、
買
入
に
針
す
る
課
税
を
自
己
に
有
利
に
決
定
す
る
事
が
出
来
た
。
法
径
は
多
く
の
貼
よ
り
見
て
、
此
山
川
勢
を
以
て
岡
法
に
反
す
る
も
の
な
り
と
し
て
、
救
湾
命
令
2
2
H
2
0
ごの
]020)k守
護
布
し
た
。
此
取
引
所
の
規
定
は
市
場
を
人
銭
的
に
狭
少
な
ら
し
む
る
が
如
く
考
へ
ら
る
与
の
み
な
ら
守
、
常
一
政
市
場
に
於
け
る
鮮
魚
取
引
が
少
数
間
際
の
手
に
牧
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
て
取
引
の
自
由
は
阻
碍
せ
ら
れ
、
不
合
時
な
る
課
金
の
絞
取
を
容
易
な
ら
し
め
た
。
従
て
法
廷
は
此
一
事
ぞ
以
て
雨
曾
枇
の
解
散
を
要
求
し
た
。
併
し
吾
人
の
研
究
に
取
り
更
に
重
要
な
る
事
は
市
場
に
於
て
取
引
せ
ん
と
欲
す
る
商
人
に
は
総
て
、
平
等
衡
平
な
る
傑
件
の
下
に
其
設
備
及
び
使
盆
を
開
放
す
べ
き
事
を
命
ぜ
る
貼
で
あ
る
。
表
面
上
此
積
の
救
潰
命
令
は
、
取
引
所
に
於
け
ゐ
資
質
取
引
加
入
制
限
規
定
の
徹
底
的
非
難
な
れ
と
解
せ
ら
る
』
が
如
く
で
あ
る
。
此
命
令
は
此
貼
に
於
て
、
合
員
が
自
己
の
計
算
に
於
て
の
み
な
ら
ホ
他
人
の
計
算
に
於
て
頁
買
す
る
取
引
所
に
封
し
普
通
要
求
せ
ら
る
』
所
に
比
し
、
更
に
過
激
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
合
員
に
封
し
て
課
せ
ら
る
h
手
数
料
に
し
合
て
• 
理
的
な
る
限
り
‘
加
入
申
込
者
の
財
産
欣
態
、
営
業
上
の
能
力
、
商
慣
習
に
通
院
す
る
や
否
や
、
其
他
取
引
所
業
務
規
程
を
港
守
す
る
や
否
や
等
の
如
何
を
問
は
宇
、
取
引
所
を
し
て
其
設
備
使
盆
の
使
用
金
認
め
し
む
べ
き
理
由
は
な
い
様
で
あ
る
。
之
が
株
式
取
引
所
に
就
て
も
勝
大
物
産
取
引
所
に
就
き
て
も
一
般
的
朕
態
と
も
一
五
ふ
べ
き
で
あ
る
。
要
す
る
に
此
鮮
魚
取
引
所
事
件
に
於
け
る
判
決
は
主
と
し
て
特
種
の
事
情
及
び
傑
件
に
基
く
も
の
な
れ
ば
、
取
引
所
に
於
け
る
合
員
加
入
の
自
由
無
制
限
の
規
定
を
快
く
も
、
之
に
よ
っ
て
取
引
所
の
合
法
性
に
就
き
疑
念
を
生
ぜ
し
む
る
事
は
先
づ
な
い
と
見
て
走
支
は
な
い
。
三
.
所
外
者
と
の
取
引
禁
止
規
定
の
殺
力
加
入
制
限
規
定
に
よ
っ
て
生
宇
る
事
態
と
正
反
針
な
る
は
、
非
合
員
え
は
所
外
商
人
と
の
取
引
禁
止
規
定
に
よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
る
。
銑
に
指
摘
せ
る
加
く
、
所
外
商
人
の
市
場
排
斥
を
目
的
と
す
る
協
同
行
匁
は
不
法
に
し
て
一
般
に
或
組
織
の
曾
員
又
は
組
合
員
た
る
事
を
以
て
従
業
の
先
行
要
件
と
銭
す
を
得
な
い
。
此
原
則
は
炭
く
同
業
組
合
活
動
に
適
用
さ
れ
し
所
で
あ
る
。
組
合
が
直
接
な
る
と
間
接
な
る
と
を
悶
は
や
J.或
商
業
又
は
・
産
業
よ
り
非
合
員
え
は
非
組
合
員
合
枇
の
排
斥
を
目
的
と
す
る
獄
契
叉
は
協
約
を
匁
す
は
‘
明
に
此
原
則
に
蓬
反
す
る
も
の
な
り
両
業
組
合
と
し
て
の
米
関
取
引
所
と
考
へ
ら
れ
た
。
取
引
所
は
、
狭
義
に
於
け
る
同
業
組
合
が
か
h
る
行
震
を
匁
し
た
る
場
合
に
.
課
せ
ら
る
』
罰
則
を
適
用
さ
る
h
事
な
く
、
此
原
則
に
反
す
る
規
定
を
採
用
し
得
る
も
の
で
あ
ら
、
フ
か
。
大
審
院
が
シ
ヤ
l
マ
ン
氏
の
反
ト
ラ
ス
ト
傑
令
在
取
引
所
に
適
用
せ
る
事
件
の
一
に
於
て
.
か
』
る
規
定
の
放
力
が
係
争
の
重
結
と
な
つ
に
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
事
件
の
被
告
は
ト
レ
イ
ダ
ー
ス
・
ラ
イ
プ
ス
ト
ッ
ク
取
引
所
の
合
員
で
あ
っ
た
。
此
舎
員
は
市
場
取
引
人
(
三
三
宮
伝
『
)
と
稀
せ
ら
れ
、
カ
ン
サ
ス
市
家
畜
交
易
所
な
る
公
共
的
市
場
に
於
て
自
己
の
計
算
に
於
て
貰
買
す
る
商
人
で
あ
つ
に
。
普
通
に
は
、
牧
畜
業
者
を
代
表
す
る
手
数
料
商
人
よ
り
買
入
れ
、
鍵
詰
業
者
叉
は
家
畜
飼
養
業
者
に
貰
却
し
て
ゐ
K
3
取
引
所
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
舎
員
は
合
員
に
非
ざ
る
市
場
取
引
人
叉
は
か
』
る
非
合
員
取
引
人
と
取
引
す
る
手
数
料
商
人
と
の
取
引
を
禁
止
さ
れ
て
ゐ
に
。
取
引
所
の
規
程
を
港
守
せ
ん
と
す
る
相
蛍
信
用
あ
る
取
引
人
な
れ
ば
何
人
に
で
も
取
引
所
の
合
員
と
な
る
事
が
出
来
た
。
法
延
に
よ
れ
ば
、
問
題
は
議
舎
の
傑
令
に
違
反
す
る
事
な
く
し
て
各
州
よ
り
集
る
家
畜
を
カ
ン
サ
ス
市
家
畜
交
易
所
に
於
て
買
入
れ
る
商
人
と
し
て
、
普
通
商
業
に
従
事
す
る
者
が
取
引
改
善
の
震
に
組
合
を
組
織
し
、
命
日
二
五
三
商
業
と
経
流
員
に
非
ざ
る
他
の
市
場
取
引
人
と
取
引
せ
ざ
る
事
、
更
に
合
員
じ
非
ざ
る
市
場
取
引
人
と
取
引
す
る
者
よ
り
買
入
れ
ざ
る
事
を
協
約
し
得
る
や
否
や
で
あ
る
4
大
審
院
は
取
引
所
の
組
織
並
に
問
題
と
な
れ
る
規
定
に
は
何
等
不
都
合
な
る
も
の
な
し
と
し
た
。
井
、
見
解
に
よ
れ
ば
J
「
組
合
自
身
(
取
引
所
)
は
何
等
管
業
を
行
ふ
も
の
で
は
な
い
。
其
曾
員
た
る
人
々
が
家
畜
の
買
入
を
相
互
に
叉
合
員
た
ら
ぎ
る
人
々
と
競
争
す
る
の
で
あ
る
J
而
し
て
組
合
自
身
は
家
畜
の
運
送
叉
は
其
寅
買
債
格
の
決
定
に
何
等
一
十
興
す
る
も
の
で
は
な
い
。
市
場
取
引
人
は
何
人
た
る
ぞ
問
は
歩
、
合
員
た
る
資
格
傑
件
に
遁
ふ
限
り
、
合
員
た
り
得
る
も
の
に
し
て
.
且
規
担
任
に
服
従
す
る
限
り
永
く
合
員
た
る
事
が
出
来
る
。
取
引
量
の
減
少
は
其
形
式
の
必
然
的
結
果
で
も
、
叉
直
接
的
結
果
で
も
な
い
。
j
i
-
-
-
全
取
引
に
就
き
何
等
濁
占
の
特
色
は
之
を
見
る
を
得
な
い
。
」
法
径
の
此
設
は
其
限
り
に
於
て
何
等
申
分
な
き
も
の
で
あ
る
が
‘
問
題
と
な
れ
る
規
定
中
に
本
質
的
に
含
ま
れ
に
る
市
場
の
人
儒
的
狭
少
化
を
果
し
て
充
分
に
認
識
せ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
問
題
で
あ
る
τ
制
限
規
定
緩
和
に
主
張
さ
る
』
事
情
は
十
五
年
後
に
於
け
る
本
部
諸
州
木
材
小
頁
業
者
同
業
組
合
に
も
同
様
じ
適
用
さ
れ
る
。
此
事
件
に
於
て
組
合
は
、
有
害
な
る
市
場
二
五
回
取
引
人
の
排
斥
や
目
的
と
す
る
規
定
を
有
す
る
家
・
活
用
商
人
取
引
所
に
於
け
る
と
同
様
有
害
な
る
木
材
卸
貸
業
者
ケ
排
斥
せ
ん
L
ら
し
て
シ
ヤ
l
マ
ン
傑
令
に
抵
鰯
し
た
の
で
あ
る
。
此
場
合
其
排
斥
は
一
定
商
業
通
路
を
維
持
せ
ん
が
矯
に
惹
旭
せ
し
め
ら
れ
た
る
も
の
に
し
て
、
卸
一
民
業
者
が
排
斥
さ
れ
た
る
は
直
接
消
費
者
に
貰
却
す
る
と
云
ふ
の
が
一
其
理
由
で
あ
っ
た
。
家
・
一
治
事
件
に
於
て
は
‘
取
引
所
の
勢
力
争
空
間
な
ら
し
め
ん
が
鍔
に
.
排
斥
を
行
っ
た
の
で
、
除
外
さ
れ
た
ん
取
引
員
は
組
合
に
加
入
し
得
る
資
格
を
有
せ
ざ
る
が
故
に
排
斥
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
買
に
此
家
畜
取
引
所
が
上
惑
の
如
き
制
限
規
定
を
設
定
せ
る
目
的
と
も
云
ふ
べ
き
は
、
カ
ン
サ
ス
市
家
寄
交
易
所
に
於
け
る
市
場
取
引
人
は
総
て
之
巻
組
合
に
加
入
せ
し
む
る
事
で
あ
っ
た
。
之
賓
に
法
廷
の
認
識
せ
る
所
で
あ
っ
た
。
而
し
て
同
業
組
金
が
或
は
合
員
権
を
拒
否
し
或
は
合
員
た
る
の
資
椛
な
し
と
し
て
取
引
人
巻
排
斥
せ
ん
と
す
る
行
震
に
封
し
て
は
屡
々
非
難
が
絞
返
さ
れ
た
。
、
或
事
業
に
従
事
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
に
し
て
、
取
引
所
が
規
定
せ
る
資
絡
標
準
に
合
致
し
得
る
者
は
何
人
で
も
合
員
た
り
得
る
が
如
き
政
策
を
採
れ
る
同
業
組
合
に
取
り
そ
は
何
等
抗
排
と
は
な
ら
ぬ
。
非
令
員
が
組
合
と
の
取
引
を
遮
断
さ
れ
た
る
他
の
非
舎
員
と
取
引
し
得
る
事
は
法
律
上
何
等
取
引
禁
止
規
定
の
緩
和
と
は
な
ら
ぬ
。
官
に
違
法
行
匁
の
本
質
は
或
一
定
市
場
に
於
け
る
第
三
者
の
自
由
取
引
を
専
断
的
に
排
除
せ
ん
と
す
る
協
同
行
錦
に
存
す
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
事
件
に
於
て
は
、
取
引
所
の
曾
n
M
は
合
員
に
非
ざ
る
市
場
取
引
人
の
み
な
ら
守
、
非
合
員
取
引
人
に
斑
却
す
る
手
数
料
商
人
を
も
排
斥
す
べ
し
と
の
規
約
を
設
け
た
。
而
し
で
此
第
二
共
的
の
取
引
所
の
曾
員
た
る
を
得
ざ
る
獄
立
の
第
三
者
た
る
手
数
料
商
人
を
も
排
斥
せ
ん
と
す
る
事
対
、
木
材
事
件
に
於
け
る
と
同
様
、
取
引
自
由
の
障
碍
と
な
る
様
で
あ
る
。
上
述
の
研
究
を
基
礎
と
し
.
夏
に
最
近
の
判
例
を
銘
記
し
て
ア
シ
ダ
l
ソ
ン
事
件
在
見
る
時
、
果
し
て
之
が
法
律
の
現
燃
を
一
示
す
も
の
な
わ
や
否
や
に
就
て
多
少
問
阪
が
あ
る
。
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
事
件
の
判
決
後
約
二
十
年
、
一
九
一
八
年
大
審
院
は
シ
カ
ゴ
取
引
所
に
針
す
る
政
府
の
訴
願
を
却
下
す
る
に
蛍
っ
て
、
「
合
員
相
互
は
立
合
中
な
る
と
否
と
を
問
は
守
如
何
な
る
場
所
に
於
て
も
個
人
的
に
取
引
を
符
し
得
る
も
、
非
合
員
と
の
取
引
は
取
引
所
椛
内
を
除
、
ぎ
で
は
何
時
に
で
も
之
を
行
ふ
を
得
」
て
ふ
事
買
に
特
に
淀
訟
を
喚
起
し
た
0
4
少
く
と
も
此
に
よ
っ
て
取
引
所
外
に
於
け
る
取
引
敢
に
非
i
合
員
と
の
取
引
争
否
認
す
る
事
は
不
法
な
る
制
限
な
り
と
解
す
る
事
が
知
ら
れ
る
。
之
に
反
し
)
同
業
組
合
と
し
て
の
米
幽
取
引
所
若
し
法
廷
が
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
事
件
の
判
決
を
是
認
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
ー
恐
ら
く
最
初
主
張
さ
れ
た
る
も
の
と
は
異
り
た
る
理
由
に
よ
っ
て
判
決
す
る
で
あ
ら
う
。
郎
ち
第
三
者
た
る
外
部
者
が
合
員
た
り
得
る
貼
を
強
調
す
る
か
は
り
に
、
昆
a
ろ
其
重
貼
は
、
取
引
の
震
に
特
殊
の
使
盆
を
提
供
す
る
組
織
と
し
て
の
取
引
所
の
特
殊
性
に
向
け
ら
る
』
右
可
と
す
る
ρ
此
知
じ
於
で
取
引
所
は
同
業
組
合
と
本
質
的
に
兵
っ
て
ゐ
る
O
K
而
し
て
合
員
が
特
殊
商
品
の
取
引
を
取
引
所
及
び
其
合
員
に
限
局
せ
ざ
る
べ
か
ら
?
と
せ
る
事
は
資
に
取
引
所
の
設
立
及
び
維
持
に
努
力
す
る
人
々
を
動
か
す
合
理
的
に
し
て
合
法
的
な
る
理
由
な
り
と
考
へ
ら
れ
る
勺
か
お
る
規
定
あ
わ
て
初
め
て
合
員
は
或
一
定
市
場
に
於
け
‘
る
総
て
の
取
引
に
就
き
殆
左
完
全
な
る
知
識
を
得
る
事
が
出
来
る
で
あ
ら
も
法
廷
は
此
保
詮
を
以
て
組
合
私
的
契
約
の
理
由
い
な
り
と
看
る
の
み
な
ら
?
、
‘
図
法
上
よ
り
云
ふ
も
?
競
争
制
度
、
及
び
組
織
的
市
場
取
引
の
利
金
に
よ
っ
て
取
引
所
合
員
が
取
引
す
べ
き
場
所
及
相
手
に
就
き
か
』
る
制
限
や
設
く
る
は
故
な
し
と
せ
?
と
の
結
論
に
達
す
る
3
併
し
現
在
の
所
、
取
引
所
に
於
け
る
此
程
規
定
の
法
伴
上
の
地
位
は
不
確
定
で
あ
る
。
四
‘
内
部
的
取
引
規
定
の
放
力
左
耗
疑
惑
を
生
宇
る
事
は
な
い
が
‘
其
性
質
の
相
似
た
る
も
二
五
五
ヨ
比
三
ー
=
宣
伝
1
.
0
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の
に
、
取
引
所
を
組
織
ゼ
る
人
々
に
よ
っ
て
採
用
さ
れ
た
る
‘
取
引
時
間
、
取
引
締
結
に
蛍
り
用
ふ
べ
き
用
語
及
符
披
、
決
演
の
方
法
主
ハ
他
に
閲
す
る
規
定
が
あ
る
。
か
』
る
規
定
は
如
何
な
る
取
引
所
に
取
り
て
も
快
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
日
疋
等
は
何
れ
も
.
或
怠
味
に
於
て
叉
或
程
度
に
於
て
、
競
争
に
制
限
を
加
ふ
る
も
の
で
あ
る
。
併
し
‘
此
種
規
定
が
合
法
的
な
り
や
否
や
を
論
じ
た
る
重
要
事
件
に
於
い
て
大
審
院
の
一
致
的
意
見
を
湛
ぶ
る
に
蛍
っ
て
、
プ
-
ア
ン
デ
ス
判
事
が
指
摘
せ
る
如
く
‘
「
契
約
又
は
規
定
が
合
法
的
な
の
や
否
や
は
、
競
争
を
制
限
す
る
や
否
や
と
云
ふ
が
如
、
き
軍
純
な
る
標
準
を
以
て
決
定
す
る
事
は
出
来
な
い
。
」
理
性
の
要
求
に
基
き
て
‘
此
等
規
定
が
軍
に
競
宇
の
後
動
を
容
易
な
ら
し
む
る
を
目
的
と
す
る
も
の
な
り
や
、
自
由
活
動
の
干
渉
が
商
取
引
の
阻
碍
を
目
的
と
す
る
も
の
な
り
ゃ
を
決
定
す
る
を
要
す
る
。
前
に
一
言
せ
る
プ
-
ア
ン
デ
ス
判
事
の
言
を
強
制
り
れ
ば
ベ
合
法
的
な
り
や
否
や
巻
決
す
る
具
の
標
準
は
其
加
ふ
る
制
限
が
皐
に
競
争
タ
調
節
し
之
に
よ
っ
て
更
に
競
争
を
助
長
せ
し
む
る
や
、
或
は
競
争
を
抑
墜
し
更
に
之
を
排
除
す
る
や
否
や
と
云
ふ
事
で
あ
る
己
競
争
の
制
限
と
取
引
の
制
限
と
は
同
一
事
で
は
な
い
。
競
宇
の
制
限
を
以
て
取
引
の
制
限
な
り
と
考
ふ
る
は
唯
競
争
の
目
的
及
其
現
質
的
叉
は
務
想
的
奴
岡
市
を
二
五
六
検
討
し
た
る
上
、
之
が
競
争
者
の
自
由
活
動
に
不
蛍
な
る
叉
は
不
合
理
な
る
干
渉
巻
鍔
し
以
て
一
般
の
利
盆
を
害
す
と
考
へ
ら
れ
た
る
場
合
に
限
る
の
で
あ
る
。
か
』
る
根
擦
に
基
き
て
、
法
径
は
シ
カ
ゴ
取
引
所
の
「
コ
ー
ル
規
定
」
の
性
質
を
検
討
し
た
。
此
規
定
に
よ
れ
ば
、
合
員
は
後
場
に
於
け
る
コ
ー
ル
市
場
閉
鎖
時
よ
り
突
の
定
時
市
場
開
始
時
に
な
る
聞
に
於
て
は
、
先
渡
品
の
註
文
は
コ
l
ル
市
場
の
引
値
を
以
て
す
る
事
に
な
っ
て
ゐ
大
。
此
規
定
は
立
合
休
止
期
間
中
に
於
け
る
相
場
の
然
動
を
防
止
せ
ん
と
す
る
む
の
に
し
て
.
之
は
有
殺
な
り
と
考
へ
ら
れ
た
。
郎
ち
法
径
は
多
く
の
方
面
よ
り
見
て
「
此
規
定
は
市
況
の
改
善
そ
助
く
る
も
の
な
り
」
と
し
た
。
「
之
は
先
渡
穀
物
の
符
に
公
共
的
市
場
を
創
設
し
た
の
で
あ
る
。
本
規
定
採
用
以
前
に
於
て
は
、
註
文
は
個
人
的
に
行
は
れ
て
ゐ
た
。
従
て
人
々
は
市
況
に
就
き
遁
蛍
な
る
知
識
を
有
せ
宇
し
て
資
質
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
:
・
:
:
:
之
に
よ
っ
て
従
前
よ
り
も
遂
に
多
数
の
シ
カ
ゴ
の
荷
受
主
及
手
数
料
商
人
を
し
て
光
波
穀
物
の
取
引
に
干
興
せ
し
む
る
事
と
な
っ
た
。
:
・
:
更
に
非
公
開
的
市
場
に
必
然
的
に
附
随
す
る
危
険
を
除
去
し
か
く
て
地
方
の
商
人
(
シ
カ
ゴ
の
穀
物
商
人
も
同
様
に
)
を
し
て
よ
り
少
な
る
利
盆
を
以
て
管
業
を
行
ふ
を
得
せ
し
め
た
。
」
他
の
内
部
的
規
定
に
就
き
て
も
亦
.
4
Q
。
之
と
同
徒
一
に
論
宇
ら
事
が
出
来
五
.
取
引
所
の
総
用
加
入
規
定
.
令
長
と
非
合
員
と
の
関
係
を
取
締
る
規
定
、
及
び
市
場
の
内
部
的
管
理
を
取
締
る
規
定
等
が
取
引
所
の
法
律
的
地
位
に
如
何
な
る
影
響
を
奥
ふ
る
や
に
就
き
て
論
及
し
終
っ
た
か
ら
、
之
に
よ
っ
て
大
館
典
型
的
取
引
所
の
組
織
及
び
活
動
の
主
な
る
特
徴
を
研
究
し
た
事
と
な
る
。
併
し
総
て
の
取
引
所
は
典
型
的
で
も
な
け
れ
ば
叉
正
常
的
で
久
な
い
。
本
質
的
に
は
軍
な
る
債
椛
決
定
機
関
に
す
ぎ
ぎ
人
組
合
を
取
引
所
な
る
外
見
の
下
に
之
を
設
立
す
る
事
も
可
能
で
あ
る
。
か
』
る
弊
あ
る
事
以
岐
に
研
究
せ
る
ニ
ュ
l
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
鮮
魚
取
引
所
事
件
に
於
て
も
述
べ
ら
れ
し
所
で
あ
る
。
更
に
之
よ
り
も
一
居
直
接
的
に
し
て
‘
且
甚
だ
し
き
使
椛
操
縦
に
関
す
る
事
態
は
中
西
部
地
方
に
於
け
る
パ
タ
及
び
之
と
関
係
あ
る
牛
一
・
庵
物
の
取
扱
業
者
の
組
合
に
封
す
る
二
訴
訟
事
件
に
之
会
見
る
事
が
出
来
る
。
此
等
二
訴
訟
事
件
に
現
は
れ
た
る
事
貨
は
大
般
に
於
て
相
似
た
る
も
の
な
る
が
故
に
.
滋
に
は
其
後
者
に
就
き
て
述
べ
る
に
止
め
る
。
エ
ル
ヂ
ン
取
引
所
(
叶
宮
何
一
間
一
口
出
ORι
色
、
Hag己
0
)
の
合
円
以
は
大
陸
オ
ハ
イ
オ
.
ミ
グ
リ
i
雨
判
及
び
カ
ナ
ダ
岡
境
に
ょ
っ
同
業
組
合
と
し
て
の
米
間
取
引
所
て
限
ら
れ
た
る
地
域
に
工
場
な
有
す
る
大
規
模
の
パ
タ
製
造
業
者
に
し
て
、
蛍
業
者
間
に
は
に
わ
8
5ロ
N
O円
3
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
に
。
取
引
所
は
E
S
Hごい
S
E
Z
と
稀
す
る
定
時
立
舎
を
毎
週
月
限
に
開
い
大
u
其
立
合
中
に
は
合
員
の
み
し
か
取
引
す
る
事
は
出
来
な
か
っ
た
が
.
其
取
引
は
別
段
自
己
の
計
算
に
於
け
る
貰
買
に
限
ら
れ
て
は
ゐ
な
か
っ
亡
。
取
引
は
総
て
取
引
所
理
事
に
よ
っ
て
記
録
す
る
在
要
し
、
各
大
舎
の
終
る
い
慨
に
舎
員
よ
り
選
出
さ
れ
た
る
五
人
の
委
員
よ
る
成
る
相
場
委
員
舎
に
此
記
録
が
提
出
さ
れ
た
。
此
取
引
所
の
規
程
に
も
述
べ
ら
れ
た
る
が
如
く
、
本
委
員
舎
は
「
正
規
の
資
質
の
記
録
を
検
査
し
、
パ
タ
の
買
上
数
量
並
に
貰
付
申
込
の
数
量
及
び
寅
残
り
高
、
及
び
他
の
園
内
市
場
の
朕
況
を
倒
的
じ
た
る
後
、
取
引
所
相
場
た
る
べ
き
蛍
日
の
パ
タ
市
場
債
総
巻
限
定
す
る
を
以
て
其
義
務
と
し
1
契
約
は
総
て
此
使
絡
を
以
て
符
さ
れ
た
る
も
の
と
す
」
と
な
っ
て
ゐ
た
。
換
言
す
れ
ば
‘
セ
ン
ト
ラ
ラ
イ
ザ
ー
が
曲
辰
夫
に
封
し
'
支
排
ふ
ク
リ
ー
ム
代
及
び
地
方
的
パ
タ
チ
l
ズ
工
場
の
生
・
産
物
に
針
し
支
抑
ふ
償
給
、
並
に
彼
等
自
ら
配
給
業
者
に
賃
捌
く
債
総
は
相
場
委
員
舎
の
命
令
に
よ
っ
て
次
の
月
限
迄
一
定
さ
れ
た
事
と
な
る
。
か
h
る
取
引
に
於
て
、
季
-
員
は
取
引
所
相
場
に
服
従
す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
。
セ
ン
ト
ラ
ラ
イ
ず
l
の
利
害
関
係
二
五
七
商
業
と
経
済
は
季
節
に
よ
っ
て
著
し
く
呉
り
、
夏
季
に
於
て
は
買
入
れ
、
赤
、
他
の
季
節
に
於
て
は
寅
却
に
関
し
た
る
が
故
に
、
叙
上
の
債
格
決
定
が
彼
等
に
取
り
有
利
な
る
事
は
明
瞭
で
あ
る
。
而
し
て
此
貼
に
於
て
此
取
引
所
規
科
中
最
も
露
骨
な
る
は
恐
ら
く
次
の
規
定
で
あ
る
。
「
コ
l
ル
市
場
其
他
に
於
て
頁
買
の
約
定
を
錯
し
に
る
時
に
於
U
る
債
格
に
て
屑
局
さ
れ
た
る
合
員
間
の
頁
買
は
取
引
所
相
場
の
決
定
に
よ
り
て
無
放
と
な
る
事
な
し
。
」
と
。
此
規
定
は
殆
ど
批
判
を
必
要
と
せ
ぬ
u
之
は
明
に
取
引
所
合
員
の
利
盆
の
匁
に
.
場
外
蛍
業
者
及
び
一
般
消
費
者
を
犠
牲
と
し
て
、
債
格
の
繰
縦
を
行
は
ん
と
す
る
陰
謀
に
外
な
ら
な
か
っ
た
ο
印
ち
只
取
引
所
な
る
機
闘
を
利
用
し
て
競
争
の
正
常
的
作
用
を
妨
害
せ
ん
と
し
に
の
で
あ
る
。
合
員
行
錯
の
調
節
機
関
と
し
て
の
活
動
と
は
離
れ
て
、
取
引
所
自
身
の
活
動
範
囲
に
就
て
見
る
に
、
取
引
所
な
る
組
織
の
本
質
に
閤
有
す
る
活
動
の
範
固
に
は
一
定
の
制
限
が
存
す
る
。
通
常
取
引
所
自
身
の
崎
営
業
取
引
と
も
稀
す
べ
き
は
.
頁
買
記
録
に
基
く
相
場
表
の
配
布
、
及
び
物
理
的
諸
設
備
の
貸
付
文
は
維
持
に
関
す
る
も
の
に
止
る
。
而
し
て
此
等
相
場
に
封
す
る
賓
館
棋
は
多
く
の
判
例
に
於
て
支
持
せ
ら
れ
た
る
所
で
あ
る
u
一
般
に
拐
外
者
は
チ
ツ
カ
!
の
務
約
に
よ
っ
て
取
引
所
に
於
け
る
相
場
二
五
入
に
閲
す
る
報
告
を
得
る
の
で
あ
る
。
か
h
る
申
込
者
に
就
き
専
断
的
に
差
別
待
渇
を
鴛
す
は
不
法
な
り
と
は
多
く
の
判
例
に
其
先
祖
を
見
る
。
但
し
取
引
所
が
其
構
内
に
於
け
る
市
場
取
引
の
公
開
を
全
く
拒
否
し
得
る
や
否
や
は
未
完
決
定
を
見
ぎ
る
が
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
取
引
所
合
員
に
取
り
て
取
引
所
に
一
般
公
衆
の
利
害
及
び
信
認
を
織
り
込
む
事
は
甚
花
有
利
な
る
が
故
に
此
問
題
は
起
り
そ
う
に
も
な
い
。
原
則
と
し
て
は
.
か
h
る
行
鍔
は
競
争
を
取
引
所
の
構
内
に
制
限
す
る
事
と
な
る
が
攻
に
法
律
上
疑
は
し
き
も
の
と
云
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
最
後
に
、
取
引
所
に
於
て
資
買
す
る
個
人
の
不
法
行
匁
は
如
何
な
る
耗
度
に
於
で
取
引
所
に
影
響
す
る
か
。
か
h
る
行
策
が
合
員
の
普
通
一
般
的
な
る
も
の
に
非
ぎ
る
限
り
、
而
し
て
更
に
不
法
行
鋳
の
港
行
を
容
易
な
ら
し
む
る
が
加
き
特
殊
規
定
よ
り
生
ぜ
ざ
る
限
り
、
何
等
取
引
所
の
法
律
的
地
位
に
影
響
す
る
事
は
な
い
。
例
へ
ば
買
占
め
図
の
構
成
に
よ
っ
て
令
長
が
シ
ヤ
!
マ
ン
傑
令
に
よ
る
取
引
制
限
の
罪
に
鰯
れ
る
事
が
あ
る
。
郎
ち
契
約
期
日
に
賢
際
受
渡
を
行
ひ
得
ざ
る
が
如
き
数
量
を
先
物
に
て
買
取
ら
ん
が
鍔
の
共
謀
行
鍔
は
次
の
理
由
に
よ
り
不
法
な
り
と
さ
れ
る
。
印
ち
買
占
を
行
は
ん
と
す
る
組
合
が
競
宇
的
特
椛
巻
瀧
用
し
以
て
正
蛍
的
取
引
を
破
壊
す
る
が
鍔
で
あ
る
。
併
し
之
に
よ
っ
て
市
場
機
椛
と
し
て
の
取
引
所
の
合
法
性
を
傷
く
べ
き
理
由
は
存
し
な
い
σ
否
か
h
る
操
縦
は
此
穏
市
場
を
快
ま
に
る
場
合
に
却
っ
て
有
放
に
行
は
れ
る
。
従
て
一
般
的
に
は
‘
取
引
所
に
於
け
る
か
与
る
不
法
的
組
合
は
必
?
し
も
取
引
所
自
身
の
合
法
性
に
影
響
す
る
事
は
な
い
。
さ
れ
い
と
取
引
所
に
於
け
る
取
引
方
法
に
し
て
、
取
引
を
制
限
せ
ん
と
す
る
合
員
の
不
法
行
匁
令
自
然
的
に
誘
愛
せ
し
め
、
以
て
一
般
公
衆
の
利
盆
に
反
し
て
秘
密
的
操
縦
の
口
震
に
利
用
さ
る
』
事
態
に
し
て
'
誕
生
せ
ん
'
か
、
取
引
所
自
身
之
を
泡
訟
の
手
続
に
よ
っ
て
解
散
さ
す
べ
き
で
あ
る
。
い
に
が
、
か
h
る
欣
能
は
明
に
普
通
で
は
な
い
。
従
て
か
λ
る
事
態
後
現
の
可
能
性
に
よ
っ
て
前
に
述
べ
に
る
取
引
所
の
組
俄
並
に
活
動
に
遁
用
す
べ
き
・
法
律
上
の
一
般
原
則
を
改
正
す
べ
き
必
要
は
な
い
。
l
終
リ
l
紅
八
百
問
題
二
十
五
訪
i新 n
!刊 u
i紹5
1介:;
カ
I
Y
・
デ
イ
1
Y
原
著
剛
刷
版
物
詩
「
枇
曾
問
題
二
十
五
誌
」
ハ
改
詑
枇
昭
和
五
年
後
行
定
偵
京
国
宇
〉
寺
川
末
治
郎
本
全
一
日
は
.
溺
乙
フ
ラ
イ
プ
ル
ク
大
串
経
済
恩
教
授
カ
ー
ル
-
J
プ
ィ
l
ル
の
「
枇
A
W
H
主
義
・
共
産
主
義
及
無
政
府
主
義
に
就
い
て
」
の
第
五
版
・
一
九
二
三
年
後
行
を
誠
一
誇
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
と
猫
乙
の
諸
大
串
で
叙
し
た
講
義
を
ま
と
め
て
出
版
に
な
つ
に
も
の
で
あ
る
か
ら
‘
我
園
の
イ
ン
テ
リ
一
般
に
と
っ
て
も
英
一
に
ふ
さ
は
し
い
此
方
面
の
参
考
書
た
る
を
失
は
阜
、
諒
者
伊
藤
教
授
は
在
獄
の
ゆ
ぜ
り
親
し
く
原
著
者
の
経
潰
思
議
議
に
列
せ
ら
れ
‘
叉
彼
の
枇
合
法
的
経
済
阜
の
一
端
を
長
も
平
く
我
図
に
紹
介
せ
ら
れ
た
事
も
あ
っ
て
遮
岱
な
る
拝
者
を
得
た
『
)
と
を
喜
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
u
問
題
の
廿
五
講
は
三
筋
に
分
如
、
第
一
信
は
第
一
詩
よ
り
第
七
講
え
で
を
ふ
く
み
三
主
義
ω概
念
.
本
質
及
主
要
皐
一
吹
を
取
二
五
九
